
そめかわぬりえ  むかし、八代の特産品だった「そめかわ」でぬりえを楽しもう！ 

「そめかわ」とは、やわらかくした鹿の

革にもようを染めたもので、「よろいかぶ

と」のかざりなどにつかわれました。 

 八代の特
と く

産品
さんひん

として、将軍
しょうぐん

や幕府
ば く ふ

への

贈
おく

り物にされていました。今から 500年

ほど前のことです。明治時代まで作られ

ていたようです。今は作ることができる人

もいなくなった 幻
まぼろし

のしなものです。 

そめかわ（染革）のもよう 

不動明王
ふどうみょうおう

や獅子
し し

、牡丹
ぼ た ん

などが

かたい型革をつかってそめられ

ています。茶色部分の形はよろ

いかぶとの部品の形です。 

 

 天平
てんぴょう

革
がわ

 「天平十二年八月日」の文字が 

あることからその名がある。 正平
しょうへい

革
がわ

 「正平六年六月一日」の

文字があることからその名がある。 



 

 

 

  

天平
てんぴょう

革
がわ

 上半分の型革 すきないろをじゆうにぬってみよう！ 

天平革型革 鹿革製 24.5㎝×40.0㎝ 江戸時代末期～明治時代 八代市立博物館所蔵 



  
正平
しょうへい

革
がわ

の型革 すきないろをじゆうにぬってみよう！ 

正平革型革 鹿革製 21.6㎝×26.5㎝ 江戸時代末期～明治時代 八代市立博物館所蔵 

 

 



 

たのしんでください！ 


